〔表記に ついて〕 

參 ルビ は 「(ルビ)」 の 形式で 処理した。 

• 傍点 は 太字で 示した。 

• 〔#〕 は、 入力 者 注 を 示す。 一 

はじめ はれ い けしき 

秋の 初 の 空 は 一 片の雲 もな く晴 て、 佳い 景色で ある- 

青年 二人 は 日光の 直射 を 松の 大木の 蔭に よけて、 山 芝 

の 上に 寝転んで、 一 人 は 遠く 相 模灘を 眺め、 一 人 は 読 

書して いる。 場所 は 伊豆と 相 摸の 国境に ある 某 温泉 



である。 

渓流の 音が 遠く 聞 ゆる けれど、 一 一人の 耳に は 入らな 

い。 甲の 心 は 書中に 奪われ、 乙 は 何事 か 深く 思 # 

に 沈んで いる。 

しばらく ひと リ ほ ん のび 

暫時す ると、 甲 は 書籍 を 草の 上に 投げ出して、 伸 を 

おお あくび 

して、 大欠 をして、 

「最早 宿へ 帰ろう か。」 

「うん」 と応 たぎり、 乙 は 見向き もしない。 すると 

甲 は卷 煙草 を 出して、 

「オイ 君、 燐寸を 借せ。」 

「うん」 と 出して やる、 そして 自分 も 煙草 を 出して、 



「後 姿が 似て いた、 確かに 大友 だ。」 

r 大 友なら 宿 は 大東館 だ」 

「何故？」 

「僕が 大東館 を 撰んだ の は大友 君から はなし を 聞いた 

の だもの。」 

「それ は 面白い。」 

「きっと 面白い。」 

と 話しながら 石の 門 を 入る と、 庭樹の 間から 見える 

縁先に 十四 五の 少女が 立って いて、 甲乙の 姿 を 見る や、 

「神 崎 様！ 朝 田 様！ 一寸 来て 御覧なさいよ。 面白 

い 物が あります から。 早く 来て 御覧なさいよ！」 と 叫 



、、ヽ o 

「また 蛇が 蛙 を 呑む のじ ゃァ ありま せんか。」 と 「水力 

電気 論」 を 懐に して 神 崎 乙彦が 笑いながら 庭樹を 右に 

左に 避けて 縁先の 方へ 廻る。 少女の 室の 隣室が 二人の 

室な ので ある。 朝 田 は 玄関 口へ 廻る。 

「ほら 妙な ものでしょう。」 と 少女の 指さす 方 を 見て 

も 別に 何も 見当らない。 神 崎 はきよ ろき よろしながら 

「春 子さん、 何物 も 無い じァ ありま せんか。」 

「ほら 其処に 妙な 物が。 … … 貴様お 眼が 悪い のね ェ」 

「どれです。」 

「百日紅の 根に 丸い 石が あるでしょう。」 



し と言うんで すね ェ。」 

かたきう 

「神 崎 様、 昨夕の 敵 打ちよ！」 

「たしかに 打 たれました。 けれど 春 子 様、 朝 田 は 何時 

しずか 

も 静粛で 酒 も 何にも 呑まないで、 少しも 理窟 を 申し ま 

せんから お 互に 幸福です よ。」 

「1< 口、 お 二人とも 随分 理窟ば かり 言う わ。 毎晩 毎晩、 

酔って は 討論会 を 初めます わ！」 

ふた リ ふきだ ゆかた 

甲乙 は 噴飯して、 申し 合した ように 湯 衣に 着かえ て 

ゆどの しま 

浴場に 逃げ だして 了った。 

おとめ さるす ベリ 

少女 は 神 崎の 捨てた 石 を 拾って、 百日紅の 樹に 倚り 

かかって、 西の 山の端に 沈む 夕日 を 眺めながら 小声で 



唱歌 をうた つてい る。 

ま おとめ へや お ぼ 

又た 少女の 室で は 父と 思しき 品格よ き 四十 二三の 紳 

土が、 この 宿の 若 主人 を 相手に 囲碁に 夢中で、 石 事件 

の 騒ぎな ど は 一 切 知らないで パチパチ やって 御座る。 

そして 神 崎、 朝 田の 二人が 浴室へ 行く と 間もなく 十八 

九の 愛嬌の ある 娘が 囲碁の 室に 来て、 

に い ねえさん しと や 

「家兄さん、 小 田 原の 姉 様が 参りました。」 と淑 かに 

通ず る。 これ を 聞いて 若 主人 は 顔 を 上げて、 やや 不安 

の 色で。 

「よろしい、 今 ゆく。」 

「急用なら 中止し ましょう」 と 紳士 は 一 寸手を 休める- 



「さぞ 憎らし かッ たでし ようね ェ、」 

「否、 憎らしい とその 時 思う ことが 出来るなら 左 ま 

で 苦しく は 無い のです。 ただ 悲嘆かった のです。」 

お 正 の 両頰に は ll 時し か 涙が 静かに 流れて いる。 

「今 は 如何な に 思って おいでです」 とお 正 は 声 を ふ 

る わして 聞いた。 

「今です か、 今でも 憎い と は 思って いません。 けれど 

しょ-つ あ ん 

もね、 お 正 さん 僕が 若し 彼 様な 不幸に 会わな か つ たら、 

今の 僕で は 無かった ろうと 思う と、 残念で 堪らない の 

ほ とん 

です。 今日が 日まで 三年ば かりで 大事の 月日が、 殆 

ど 煙の ように 過って 了い ました。 僕の 心 は 壊れて 了つ 



大友 とお 正 は 何時か 寄 添うて 歩みながら も 言葉 一 

ッ 交さないで いたが、 川 村の 連中が 遠く離れて 森の 彼 

方で 声が する 頃になる と、 

ほんと あなた しょう 

「真実に 貴下 はお 可哀 そうです ねェ」 と、 突然お 正 は 

頭 を 垂れた まま 言った。 

しょ-つ 

「お 正 さん、 お正さん？」 

「ハイ」 とお 正 は 顔 を 上げた。 雙眼涙 を 含める 蒼 ざ 

めた 顔 を 月 はまと もに 照らす。 

あの おんな しょう やさし 

「僕 はね、 若し 彼女が お正さん のように 柔和い 人で 

あったら、 こんな 不幸な 男に はならなかった と 思い ま 

す。」 



「そんな 事 は、」 とお 正 はう つむいた、 そして 二人 は 人 

家から 離れた、 礫の 多い 凸凹 道 を、 静かに 歩んで いる。 

「，. 否、 僕 は 真実に 左様 思います、 何故 彼女が お正さ 

んと 同じ 人で 無かった かと 思います。」 

しぶ-つ 

お 正 は、 そっと 大 友の 顔 を 見上げた。 大友は 月影 

に 霞む 流れの 末 を 見つめて いた。 

しばら 

それから 二人 は 暫時く 無言で 歩いて いると 先へ 行つ 

た 川 村の 連中が、 がやがやと 騒ぎながら 帰って来 たの 

で、 一緒に 連れ立って 宿に 帰った。 其 後 三 四日 大友は 

滞留して いた けれどお 正に は 最早、 彼の 事に 就いて 

は 一 言 も 言わず、 お 給仕 ごとに 楽しく 四方 山の 話 をし 



じた。 

三 

大友 は、 「用が あるなら 呼ぶ から。」 と 女中 を しりぞ 

けて 独酌で 種々 の 事 を 考えながら 淋しく 飲んで いると 

宿の 娘が 「これ を お客様が」 と 差 出した の は 封 紙 のな 

い 手紙で ある、 大友は 不審に 思い、 開き 見る と、 

前略 我等 両人 当所に 於て 君 を 待つ こと 久しと は 申 兼 候 

え 共、 本日 御 投宿と 聞いて 愉快に 堪えず、 女中に 命じ 

て 膳部 を 弊 室に 御 運搬の 上、 大いに 語り 度く 願い 候 〔# 



一 一字 下げ 終わり〕 

神 崎 

朝 田 大友様 

と あるので、 驚いた。 何時 ごろから 来て いるの だと 聞 

くと、 娘 は 一週間ば かり 前から という。 直ぐ 次の 返事 

を 書いて 持た してやった。 

お 手紙 を 見て 驚喜 仕 候、 両 君の 室 は 隣室の 客 を 驚かす 

恐れ あり、 小生の 室 は 御覧の 如く 独立の 離島に 候 間、 

徹宵 快談 する もさ またげず、 是非 此方へ 御 出向き 下 

され 度く 待ち 上 候 〔# 二字 下げ 終わり〕 



すると 二人が やって来た。 

「君 は 何処 を 遍歴って 此処へ 来た？」 と 朝 田が 座に 着 

くや 着かぬ に 聞く、 

r ィャ、 何処も 遍歴らない、 東京から 直きに 来た。」 

「そこで この 夏 は？」 

「東京に 居た。」 

「何 をして？」 

「遊んで。」 

「そいつ は 下らなかった な」 

「全く サ、 そして 君 等 は 如何 だ。」 

「伊豆の 温泉め ぐり を 為た。」 



しょ-つ 

正と 共に 散歩した 晩と 同じで ある。 然し 前年の 場所 

へ 行く は 却って 思 出の 種と 避けて 渓の上 へ のぼりな が 

ら、 途々 「縁」 に 就て 朝 田が 説いた 処を 考えた、 「縁」 

は 実に 「哀」 であると 沁み 沁み 感じた。 

かまえ 

そして 構造の 大きな 農家ら しき 家の 前に 来る と、 庭 

先で 「左様なら」 と 挨拶して 此方へ 来る 女が ある、 そ 

い か しょう 

の 声が 如何にもお 正 に似てい るよう に 思われ、 つい 

お まとも -っ 

立ち どまって 居る と、 往来へ 出て 月の 光 を 正面に 向け 

た 顔 は 確かにお 正 である。 

「お 正 さん」 大友は 思わず 叫んだ。 

しょう 

「大 友さん でしよう、」 と 意外に もお 正 は 平気で 傍へ 



「それじゃ ァ 貴女 は 僕より 一 汽車 後で 来たの だ。」 

「そうな の。 それで 今夜 は ごたごたして 居る から 明日 

お 目に かかる 積り でい ましたの。」 

しょ-つ 

さて 大友 はお 正に 会った けれど、 そして 忘れ 得ぬ 

前年の 夜と 全然く 同じな 景色に 包まれて 同じように 寄 

添うて 歩きながら も、 別に 言うべき 事がない。 却って 

お 正 は 種々 の 事 を 話しかける。 

「貴下い つかの 晚も此 様でした ね。」 

あのばん 

「貴下 彼晚 のこと を 憶えて いら つして？」 

「憶えて いますと も。」 

すっかり おっしゃ 

「私 はね、 何もかも 全然 憶えて いて、 貴下の 被 仰った 



事 も 皆な 覚え ています の。」 

「僕 もそう です。 そして 今一度 貴女に 会いたい とば か 

り 思って いました。 今度 も 実は その 積り で 来たので す。 

無論 何 家へ 嫁 いていて 会える 害 は 無かろう と は 思い 

ましたが、 それでも 若し かと 思い ましてね …… 」 

「私 も 今一 度で li- いから 是非お 目に かかりた いと 思い 

つづけて は、 彼 晩の 事 を 思い出して 何度 泣いた か 知れ 

ません、 …… ほんと にお 嫁に など 行かないで 兄さん や 

姉さん を 手伝った 方が 如何な に 可かった か 今では 真実 

に 後悔して いますの よ。」 

大友は 初めてお 正が 自分 を 恋して いたの を 知った、 



女の 惑いから いろんな 混雑 や 悲嘆が 出て 来る ものです。 

あの おんな 

現に 僕の 事で も 彼女が 惑うた からでしょう …… 」 

お 正 はう つ 向いた まま 無言。 

「それで 今夜 は 運よくお 互に 会う ことが 出来 ましたが、 

最早 一 一度と は 会えません から 言います、 貴女 も 身体 も 

大切に して 幾久しく 無事で ぉ暮 しになる ように …… 」 

お 正 は 袖 を 眼に 当て、 

「何故 会えない のでし ようか。」 

「会えな いものと 思った 方が 1^ い だろうと 思 います。」 

「それで は 貴下 は 最早 会いたい と は 思つ て は 下さらな 

いのです か。」 



会う かも 知れません 如斯な 狭い 所です から。」 

「会っても 知らん顔し ていれば li- いじ ゃァ 御座いませ 

ん か。」 

「不愉快です。 殊に 今度 貴女に 会った 場合、 猶 不快で 

す。」 

翌朝 早大 友 は 大東館 を 立った。 大友 ばかりでなく 

神 崎 や 朝 田 も 一緒で ある。 見送り 人の 中にはお 正 も 春 

子さん もいた。 
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